
行毅日・一月一年十・正

意
識
の
程
度
に
就
い
て
・
：
：
：
・
交
高
士
　
千
　
葉
　
胤
　
成

敷
育
の
基
礎
観
念
と
し
て
の
自
我
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
転
・

・
：
：
・
：
：
“
：
・
：
・
：
：
・
：
，
丈
韻
博
士
吉
毘
熊
次

古
事
遵
於
け
る
遣
徳
意
窺
書
、
の
駿
達
．
．
村
岡
典
嗣

前
行
の
競
野
面
夢
の
後
行
の
観
野
翻
争
に
及
ぼ
す
影
響
・
：
：
・

：
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：
・
：
・
：
交
學
悉
黒
田
源
衣

藁
報
・
：
：
・
：
：
・
：
：
・
：
・
：
・
：
：
・
・
：
・
：
・
：
：
：
：
・

ぞ，
轟
鯵

〆内郡鰹文駆大國帝都窟

　曹學暫都京



京
都
哲
學
會
規
則

第
一
瞭
U
本
曾
チ
京
郡
哲
學
曾
卜
総
ス

，
第
二
蜂
禾
蜜
慶
高
野
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
糞
曹
及
チ
以
テ
昌
的
ト
ス

第
三
僚
噛
本
會
ハ
罰
隆
ノ
目
的
チ
蓮
セ
ン
が
鱈
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
輔
圓
研
究
會
チ
開
ク

　
　
一
、
新
年
麻
款
二
回
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
醐
・
毎
二
一
圓
難
誌
『
三
一
研
究
』
渉
嚢
行
ス

第
四
僚
本
曾
事
務
所
チ
京
都
帝
閥
大
翠
蓋
墨
部
内
二
置
ク

第
霊
僚
「
本
曾
ノ
事
業
チ
経
管
ス
ル
爲
メ
昌
左
ノ
役
員
チ
置
ク

　
　
一
、
委
員
（
若
千
名
）
二
目
帝
國
大
農
丈
下
部
哲
學
科
激
官
及
委
員
會

　
　
　
　
亀
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
之
昌
充
ツ

　
　
，
一
、
書
館
（
一
名
）
婁
員
會
轟
於
テ
颯
…
託
ス

菰
ぜ
六
皿
鎌
　
本
凸
胃
ノ
趣
ビ
日
陰
聴
具
同
一
ス
ル
亀
城
何
人
昌
テ
モ
禽
∬
昌
ハ
タ
ル
コ
ト
チ
得

亀
篠
圏
書
館
、
教
育
倉
、
其
他
・
劉
垂
下
函
饅
ノ
名
チ
以
テ
入
隻
ル

　
コ
ト
チ
得

第
七
條
」
會
員
ハ
會
費
ト
シ
テ
年
四
二
四
拾
鏡
、
蘭
後
二
期
昌
分
ケ
テ
箭
納
ス

　
ペ
ギ
モ
ノ
拳
ス
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
、

第
八
條
　
曾
員
ハ
本
・
曾
ノ
三
種
ノ
曾
合
轟
掲
席
㎜
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
且
ッ
難
誌
『
哲

』
醗
研
究
』
ン
配
付
チ
受
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

三
九
條
本
門
規
則
ノ
改
正
璽
更
ハ
委
員
會
ノ
快
議
昌
依
ル

㍉

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

書
記

P

丈
學
博
士
　
波

丈
學
博
士
「
西

丈
學
響
士
　
遠

交
學
士
　
千

丈
學
簿
士
　
狩

交
學
簿
士
　
米

三
二
一
士
　
高

話
學
陸
士
　
田

算
筆
士
　
務

離
開
士
　
植

丈
學
簿
士
　
野

荒
學
博
士
　
松

丈
學
博
士
　
弓

丈
學
博
士
　
藤

丈
學
博
土
　
小

丈
學
士
　
澤

　
　
　
　
　
寳

瀬田野葉永田多

続目　　　三幾野

次太直胤博多精

巌村西井田本上田璽
文健專

丸太重治崇三俊…湯里

治郎直郎算郎央濫作元郎郎喜成郎郎一



謹
啓
．
，

別
紙
京
L
郡
哲
學
外
々
告
の
通
レ
本
誌
の
獲
行
所
を
大
正
十
年
二
月
以
後
愛
更
せ
ら
る
＼
事
に
相

成
候
に
付
て
は
事
務
整
理
の
都
合
上
本
誌
の
嚢
途
及
前
金
の
彿
込
に
關
し
左
記
の
通
り
協
定
仕

候
間
御
承
知
下
さ
れ
度
奉
願
候

」
、
本
誌
の
礎
迭
は
來
咽
聖
餐
行
の
分
ま
で
は
從
前
の
通
り
覗
悪
行
白
蜜
文
館
、
二
月
凝
行
の

　
　
分
よ
り
は
新
嚢
行
所
内
外
出
版
株
式
會
励
に
て
取
扱
可
申
候
。

．
』
、
前
金
彿
込
濟
の
各
位
中
（
京
都
哲
學
會
員
以
外
〉
前
金
切
に
相
成
候
節
は
総
べ
て
薪
叢
抽
4
7
麟

　
．
内
外
出
版
株
式
會
融
へ
佛
込
下
さ
れ
度
候
但
し
大
正
十
年
叫
月
興
行
以
後
の
分
に
謝
し
既

　
　
に
御
杯
込
濟
の
分
に
封
し
て
は
前
金
切
に
至
る
迄
前
項
に
依
り
本
誌
を
墨
髭
仕
る
べ
く
候

　
澗
、
二
月
鮮
麗
分
以
後
に
封
ず
る
新
規
の
御
注
文
は
総
べ
．
て
新
嚢
行
所
内
外
出
版
株
式
會
祉
へ

　
　
．
．
御
申
込
下
さ
れ
度
候
。

追
て
從
來
現
下
行
所
韻
文
館
に
封
し
多
大
の
御
引
立
を
蒙
レ
候
段
難
有
御
感
申
上
鼠
取
新
嚢
行

所
た
る
内
外
出
版
株
式
會
肚
に
劃
し
て
は
一
暦
の
御
情
惰
御
引
立
を
賜
ぼ
り
候
様
願
上
意
此
機

會
を
利
用
し
て
蝕
に
謹
て
御
禮
肇
御
願
申
上
候
　
敬
　
具

　
　
現
獲
行
所
　
束
幕
呆
罐
幸
町
二
百
．
．
東
京
寳
文
舘

　
　
薪
畿
鴛
麟
　
　
蘇
騨
欝
羅
拝
粍
醗
．
　
肉
外
灘
販
鎌
武
會
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
Q
座
穴
阪
参
・
鐵
九
玉
五
番



本
誌
は
從
來
編
輯
事
務
を
京
都
に
嘗
て
執
り
襲
行
を
東
　
兄
賓
交
館
に
委
任
致
し
居
候
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

爲
あ
響
町
其
他
編
輯
上
多
大
の
不
便
を
感
ヒ
居
候
慮
幸
ひ
近
來
京
都
に
於
て
も
我
邦

三
焦
の
一
重
要
中
心
と
し
て
出
版
印
刷
の
業
も
漸
次
勃
興
の
氣
煙
に
向
ひ
候
に
就
て

．
は
今
回
六
正
十
錐
二
月
號
よ
り
襲
行
所
を
京
都
内
外
出
版
蘇
威
望
馳
に
饗
更
致
す
こ

と
に
決
定
仕
候
間
右
蜘
了
承
有
之
度
此
段
會
員
諸
君
に
謹
魯
候
也

　
　
爾
本
誌
が
創
刊
當
初
諸
事
不
整
頓
の
状
態
よ
り
し
て
現
歌
の
如
き
獲
展
を
な
し
得
た
る
は
最

　
　
初
よ
い
利
害
を
離
れ
て
叢
女
塾
藩
候
寳
文
館
の
熱
心
と
厚
誼
と
に
負
ふ
離
婁
ら
ず
候
本
曲
は

　
　
此
機
會
に
於
で
同
館
に
封
し
深
厚
な
る
謝
意
を
表
し
候

　
　
大
正
十
年
一
月

京
都
哲
ピ
學
會
・



1’撃

　
　
　
　
彙
．

報

暫
墨
會
倒
曹

乎
二
月
二
日
午
後
六
脈
よ
り
墨
生
動
愈
楊
に
て
開
會
左
の
講
演
を
行
ヘ
リ

形
式
論
理
學
に
關
す
る
二
三
の
感
想
　
丈
學
ま
　
安
部
暇
之
助

西
田
靭
永
田
邊
博
士
三
三
會
員
三
三

　
　
　
　
石
原
装
釘
士
の
課
外
講
義

　
丈
墨
部
哲
學
科
に
て
は
東
北
大
m
辮
敏
授
石
原
純
博
士
を
賂
し
て
十
二
月
八

日
よ
リ
ニ
十
二
呂
迄
毎
夜
七
時
よ
り
辞
退
卿
相
鋼
蛙
原
理
に
關
す
る
謹
外
講

義
を
行
ヘ
リ
。叡

育
畢
禽
醐
禽

　
十
一
月
十
胃
日
午
後
六
時
牛
よ
の
學
生
集
會
駈
に
て
閉
會
し
奈
罠
女
高
師

敷
授
松
濤
泰
巌
琉
を
聴
し
最
近
緻
米
敏
育
覗
察
談
を
聴
く
。
氏
は
主
と
し
て

識
語
問
題
、
数
育
制
礎
問
題
を
中
心
と
し
て
二
時
間
孚
に
亘
り
講
演
せ
ら
れ

た
り
。

　
　
　
　
　
ミ
薪
　
　
著
’
細
、
努

　
　
　
融
露
璽
禽
側
露

本
學
年
儒
讐
ご
四
例
倉
、
十
月
二
十
一
H
開
催
左
詑
講
演
あ
り
。

　
　
露
西
亜
に
於
け
る
サ
ン
・
シ
モ
ン
蛍
義
に
競
て

　
同
第
二
側
例
曾
、
十
一
月
十
八
艮
開
催

　
　
藝
術
家
ど
就
愈
階
級
．

周
頻
三
囮
例
話
、
十
二
月
十
六
日
開
催

　
　
利
釜
分
配
κ
封
ず
’
る
輿
笹
繭
の
反
封

　
　
　
　
印
度
票
鍛
畢
愈
例
禽

金
杉
　
桓
禰
君

左
原
　
六
郊
君

山
崎
英
数
郎
君

十
二
月
十
四
日
午
後
六
噂
よ
り
第
六
煙
室
一
に
て
左
の
講
演
を
行
ス
リ

　
施
小
閣
の
貞
由
主
義
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
二
學
士

・

寄
贈
書
籍
雑
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
谷
智
定
著

　
　
暉
の
心
理
的
硲
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棄
京
心
理
墨
研
究
會
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
　
辻
　
哲
郎
署

　
　
臼
電
古
代
父
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
東
窟
岩
渡
番
店

　
哲
雛
難
難
鱒
、
　
丁
彼
倫
理
講
演
鑑
か
、
　
直
理
研
究
、
由
果
三
一
哲
學
、
　
六
A
口
難
勲
隙
、

六
一
箪
報
、
白
化
蓮
鋤
、
一
校
敏
育
、
敏
育
、
澱
育
學
徳
界
、
内
外
教
育
評

論
、
敏
育
界
、
教
査
研
究
、
殴
官
時
論
、
臼
華
公
論
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
、
　
　
　
ρ
　
．
　
覧
一
一
兆
、



哲
學
研
鬼
　
邸
霊
や
λ
盤

酬
二
〇

120

　　dv
圏號前

カ
ン
ト
と
シ
ュ
ラ
イ
エ
〃
マ
ヲ
へ
〃
：
：
：
・
：
：
．
：
：
・
丈
學
士

墓
督
敏
修
道
院
の
宗
敏
思
想
・
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
膏
野
μ
回

読
三
士
團
に
焚
け
る
比
丘
の
極
重
罪
（
完
結
）
－
…
．
・
．
丈
學
士

ブ
ラ
ト
亘
の
美
學
（
承
前
）
・
：
：
：
・
；
：
：
：
：
：
・
麦
學
薄
士

新
著
紹
介

勝
．
．
部
課
逡

臼
野
　
翼
澄

手
島
　
文
倉

深
田
．
，
康
算



噂

會出
蹟慣定

一
、
本
會
へ
入
曾
希
望
ノ
方
ハ
直
接
本
石
宛
テ
昌
御
申
込
被
下
顎
倹

　
一
、
盆
画
員
昌
シ
テ
韓
居
セ
ラ
レ
タ
ル
齢
即
ハ
申
鳳
チ
昌
甘
胃
邑
鰯
御
報
知
立
下

　
・
度
候

　
輔
、
三
三
ハ
三
三
自
座
大
阪
墾
O
穴
六
饗
番
、
策
都
暫
醗
翻
宛
テ
昌

　
　
郷
畳
込
被
下
慶
盤

　
一
、
本
勲
叩
ノ
億
四
丁
二
關
ス
ル
涌
闇
信
及
勲
…
介
∴
耕
刊
鵡
欝
●
交
換
一
雑
誌
蟷
V
ハ

　
　
凡
テ
本
倉
冒
点
冤
一
ア
晶
御
路
終
送
被
下
昨
隅
杣
襖

　　

@　

@　

@　

ﾅ
螺
硬
蝉
京
都
哲
撃
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
饗
〇
六
六
丁
番

一六
　
　
　
研
（
前
金
）

十
　
二
　
研
（
前
金
） 敷

　
　
定
　
　
　
　
　
慣
　
［
郵

塒
一
金
　
四
　
拾
　
鏡
　
金

　
　
一
金
猷
圓
翼
拾
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
不

一
金
四
圓
八
拾
鑓

申1劇壷

鈍受受

廣
告
墾

一
頁
　
　
金
球
拾
圓

牛
頁
は
取
扱
不
申

文規定

◎
曾
員
に
あ
ら
ざ
る
講
讃
者
の
玉
書
丈
及
び
慶
告
に
朋
す
る
件
は
慶

　
交
館
へ
御
申
込
下
さ
れ
度
候

◎
本
誌
の
御
註
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
醗
共
前
金
に
て
獅
緩
り
下
さ
る

　
べ
く
候

◎
振
替
貯
金
に
て
御
塗
金
は
（
東
京
二
八
O
番
〉
蜜
女
訓
宛
に
願
上
置

◎
前
金
切
れ
の
…
揚
合
は
樽
封
に
「
前
金
切
」
の
印
章
・
押
捺
致
・
ず
べ
き
に

　
付
直
に
通
風
込
下
さ
れ
慶
候

◎
見
本
御
入
用
の
揚
合
は
金
四
拾
銭
御
逡
り
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
請
求
観
及
領
牧
台
長
を
要
す
る
塾
頭
は
郵
券
三
饅
御
邊
付
下

　
さ
れ
度
供

…
杢
九
年
＋
言
二
＋
吉
馬
禦

　
大
正
＋
年
一
月
＝
日
課
行

編
輯
者

製複許不

載韓禁

右
代
表
春

蝉
行
麿

印
剛
者

印
欄
灰

第
五
十
八
號

第
六
巻

第
一
班

京
都
絶
品
大
熱
丈
學
部
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

寳
　
嚴
　
方
　
治

羅嚢
彗璽久
工世上　番本

揚属郎講吉

襲
行
所
証
印
見
開
醍
郵
乱
文
館

襲
影
野
罎
瓢
輔
野
臥
浮
朋
臨
交
館

費
捌
所

（
東
京
）
東
京
堂
、

上
田
屋
　
（
大
阪
）

寳
交
響
　
（
淋
戸
）

東
海
堂
、

盛
文
館

寝
藁
館

北
隆
館
、

（
京
都
）



（醐薪最）鱗

擾
著

布
襲
全
　
桶
冊

定
債
金
四
書
五
拾
銭

迭
料
金
拾
八
銭

倫
理
學
は
堅
苦
し
い
も
の
、
讃
ん
で
趣
味
の
無
い
も
の
と
は
、
誰
も
思
ふ
で
あ
ら
う
が
、
こ

れ
は
沫
だ
本
書
を
讃
ま
ぬ
人
の
言
で
．
一
度
本
書
を
手
に
し
た
な
ら
、
終
ま
で
諮
了
せ
ね
ば

止
鋤
嚇
滲
な
廼
程
趣
味
が
津
々
と
湧
い
て
來
る
。
著
者
は
東
京
高
等
師
範
學
校
の
教
授
で
、

我
國
で
は
吉
佃
博
士
と
共
に
斯
學
の
風
威
と
し
て
令
名
喋
々
た
る
人
で
あ
る
。
本
書
は
著
者

蠣
撃
校
章
講
義
ぜ
ら
れ
た
草
稿
に
入
念
に
手
を
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
、
倫
理
學
の
一
般
を
謹

嚴
．
筍
も
せ
ざ
る
市
竜
流
麗
暢
達
雫
易
明
断
な
文
章
で
噛
ん
で
く
箋
め
る
如
く
説
明
さ
れ
た
も

の
で
、
東
西
古
今
の
學
説
を
引
用
し
て
一
々
批
判
を
加
へ
一
讃
斯
學
の
要
領
を
魯
得
す
る
様

に
と
努
力
重
れ
た
一
面
に
は
、
大
戦
以
後
泰
西
雑
多
の
新
思
想
が
楡
入
さ
れ
て
事
触
人
心
の

動
揺
不
安
誉
來
t
、
入
墨
蹄
翻
す
る
所
に
迷
へ
る
と
い
ふ
現
代
の
世
相
を
概
し
て
、
書
中
是

等
の
新
説
を
引
き
、
一
々
眞
面
目
に
批
評
を
加
へ
て
讃
者
を
t
て
道
徳
の
根
砥
標
準
と
い
ふ

黙
に
就
て
不
抜
の
見
識
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
圖
ら
れ
た
の
で
、
師
範
學
校
倫
理
科
學
生
や
文

検
受
験
者
の
参
考
書
ど
し
て
好
適
な
計
り
で
な
く
、
一
般
讃
書
子
殊
に
有
識
階
級
の
諸
君
子

に
し
て
現
代
の
混
純
た
る
思
潮
俊
漏
し
て
饗
ふ
所
に
迷
へ
る
者
に
取
っ
て
絶
好
の
讃
物
と
し

て
推
奨
す
る
に
揮
ら
な
い
ゆ
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